
人
健
－
一
於
ケ
ル
偏
側
卒
座
開
胸
術
ノ
賓
験
的
基
礎

予

感

一

開

胸

術

一

一

於

ケ

ル

呼

吸

性

瓦

斯

交

換

一

一

就

テ

E
e
冨
丸
一
向
。
r
r
o宮
品
。
『

冨
g
g
r
e
E

．，t t ’j 

開
一
岡
田

MmwZEOE己一。

p
o
－e回

（
第
二
報
）

。

『

E
z
z
m－院。『
F
F
『

吋，

F
。『何回一向。件。昌一。

E
L
F
Z『
mLOロ

r
巴ヨ

（
ロ
・
冨
言
。
一
rMEm・

の
mg君
。

n
r
g
r

U
m
g
〈＠『
rmwreE
品。
ω
『＠
ω唱一『相
w
g『一
ωAuros

‘－ar。『
ω一向。件。昌一。・

品
。
『
『
『
色
。
ロ

〈

S

F・
同
・
同
ロ
門
戸
。
．

パシ
－－1
《
回
。
円
戸

m

－一三－何一一
＝一r
島
内
乱
ω
－
C
E
2
Z
E
E－
H
r
d
g

（HJ10「・

CM・
W
－
d
司

D
己
W
E
P）〕

内

容

目

攻

一
、
序
説

1
笈
験
／
目
的

今一
、
資
験
方
法

（
一
）
、
一
般
方
針

（
－
一
〉
、
呼
気
性
向
エ
朱
褒
集
測
定
／
方
法

（
一
一
一
）
、
緊
集
呼
気
ノ
分
析

（
問
）
、
気
胸
作
成
／
方
法

三
、
貸
験
第
一
、
閉
鎖
性
気
胸

削
、
寅
験
第
二
、
開
放
性
気
胸

甲
、
開
柑
川
口
約
一一
・
o
mノ
場
合

乙
、
開
放
口
約
川
・

o
mノ
場
合

【
原

第
戒
品
位

著
、」

コ：

京
都
阜
市
園
大
撃
問
団
接
部
外
科
勝
教
室
（
烏
潟
教
授
指
導
）

大
島
e

院
皐
生

了‘

：族

臨
前
串
士

入

N5 

五
、
貸
験
第
三
、
全
身
蹴
昨
ト
呼
吸
悦
rH
－
斯
火
換
ト
ノ
関
係

六
、
資
験
第
川
、
外
科
的
開
放
気
的

七
、
貸
験
的
m
－
九
、
右
側
外
科
的
開
放
気
胸
ユ
於
ケ
ル
酸
素
吸
入
／
影
響

点
、
笈
験
第
六
、
胸
胞
内
空
気
吸
引
排
除
法
ノ
効
果

九
、
所
見
線
招

一O
、
考
察
及
ビ
討
究

（
ご
、
呼
吸
性
支
斯
交
換
一
一
関
ス
ル
事
項

（
ニ
｝
、
気
胸
内
空
気
吸
引
排
除
法
＝
閥
ス
ル
事
項

（
三
）
、
千
回
限
開
胸
術
品
閥
λ

ル
事
的
／

一

一

、

結

論

ヌ

献

藤

七
二
九

（
第
五
波

二
九）



第
オ
地
止
せ

F司

原

著

工

藤

ヒ

。
（
第
五
波

。
、ーノ

一
、
序
説
！
賓
験
ノ
目
的

外
傷
一
一
ヨ
w
y

偏
側
ノ
開
放
性
気
胸
ザ
致
命
的
重
篤
定
版
ィ
呈
ス

ル
A

間
知
ノ
コ
ト
ニ
シ
ア
、
従
来
多
方
面
ヨ

7
／
貫
験
的
研
究
－
一
ヨ
η
ノ
其
ノ

原
凶
ト
認
メ
ヌ
レ
タ

Y

モ
ノ
砂
ナ
カ
ラ
ズ
。
此
等
ノ
原
因
ご
悦
雑
－
一
計
二
プ
簡
単
ナ
ラ
ズ
ト
雌
、
主
要
ナ

Y
原
凶
ト
シ
ア
見
倣
ス
ペ
キ
』
循
環
障

告
す
及
ピ
呼
吸
障
得
ノ
二
ナ
リ
。
此
中
一
一
就
キ
呼
吸
障
害
ヲ
誘
費
ス
ペ
キ
要
約
ト
ジ
ア
つ
（
こ
肺
萎
縮
『
L
5
2
p
c｝
プ
エ

2
5
士
二
縦
隔
膜
動

搭
呂
ロ
－

H
E
P－T
2
2
コ
己
主
自
主
主
主
主

（
三
）
倒
逆
呼
吸
司
三
J
Z
ず

HS
krzdgn・

（
凹
）
振
子
動
宰
気

P
E
o－
－
三
－
門
等
仰
向
グ
ラ
レ
タ

9 。然
山
戸
ニ
偏
側
気
胸
一
一
際
シ
－
プ
呼
吸
性
克
斯
交
換
一
一

A
如
何
ナ
Y
鍵
化
ヲ
来
ス
モ
ノ
ナ
M
F

ャ
。
又
一
見
一
一
余
等
ノ
続
問
ト
ス

Y

A
「
胸
腔
内
臓
手

術
こ
必
費
ノ
開
放
性
気
胸
7
一
ア
リ
ア
λ

果

γ
－
ア
致
命
的
一
帆
扶
ヲ
来
ス
税
ノ
呼
吸
障
問
ヲ
惹
起
ス
w
y

モ
ノ
ナ

Y
γ

ノ
知
一
一
ア
リ
。
之
レ
ヲ
従
来

J

文
献
一
一
尋
又

Y

二
日
此
ノ
方
．
印
ノ
研
究
A
未
ダ
桶
メ
テ
審
々
タ
U
F

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
此
ノ
問
題
ヲ
解
決
シ
得
Y
ザ
如
キ
満
足
ナ
Y
貫
験
成
績
ヲ
求

ム
市
川
能
λ

ザ

Y
ナ
η
ノ。

。
。

依
ッ
ア
余
等
A

先
グ
順
序
ト
シ
ア
、
第
一
、
左
右
南
側
何
レ
カ
ュ
閉
鎖
性
気
胸
ヲ
作
リ
ク
Y
際

一一
於
ケ

Y
呼
吸
克
斯
交
換
ノ
測
定
ヲ
始
メ
．

0

0

 

其
ノ
途
次
的
集
胸
程
度
増
加
二
一
謝
ジ
ア
、
動
物
A

如
何
ナ
グ
手
段
－
一
ア
「
呼
吸
障
碍
」
ヲ
代
償
ス
ル
ヤ
ヲ
験
シ
、
第
二
、
開
放
性
気
胸
－
一
於
－
ア

。O

A

、
開
放
口
ノ
大
小
－
一

14
Y
呼
吸
障
得
ノ
程
度
ヲ
確
メ
、
第
三
、
開
胸
術
一
一
向
ツ
ア
従
来
必
要
ト
セ
ラ
レ

タ
こ
。
巽
腫
装
置
」
ノ
他
用
ヲ
麿
ジ
、

持
通
大
気
膝
ノ
下
ニ
於
d

プ
直
チ
ニ
胸
廓
ヲ
庚
ク
開
放
シ
、
印
チ
余
等
ノ
所
謂
「
平
腿
開
胸
術
」
ヲ
行
ヒ
ア
モ
、
此
ノ
際
動
物
A

斯
ク
ノ
加
キ
開

。。

放
策
胸
ニ
塔
へ
得
M
F

ヤ
否
ャ
、
或
』
如
何
ナ
Y
稼
度
ノ
呼
吸
障
碍
ヲ
来
ス
ヤ
、
第
四
、
此
際
ニ
於
－
プ
起
u
y

コ
ト
モ
亦
ア
リ
得
Y
呼
吸
障
偶
－
一

向
ッ
ア
余
等
ガ
必
要
－
一
シ
－
プ
而
シ
ア
十
分
ナ
ソ
ト
考
プ

Y
唯
一
ノ
樹
臆
手
段
タ

Y
「
駿
素
吸
入
」
川
、
以
－
プ
起
リ
ノ
得
可
キ
危
急
ヲ
救
ヒ
畑
作
－
ァ
、
従

「

O

第
五
、
最
後
ニ
余
等
ガ
手
術
後
気
胸
一
一
割
ス
U
F

原
則
的
慮
罰
ク

－
プ
吾
人
ハ
胸
路
内
ニ
F

プ
安
ジ
ア
各
般
ノ
外
科
的
侵
襲
ヲ
遂
、
ヶ
得
Y
ャ
否
ャ
、

ラ
シ
メ
シ
ト
欲
ス
W
F

「
空
集
吸
引
排
除
法
」
ガ
、
手
術
終
了
後
肺
臓
機
能
－
一
向
ツ
ア
果
シ
ア
如
何
ナ
グ
影
響
ヲ
輿
フ
Y

モ
ノ

＋
Y
カ
ノ
諸
問
題



一一
就
－
ア
、
全
部
数
量
的
測
定
ヲ
行
ヒ
、
以
－
Y
今
日
マ
デ
明
瞭
ヲ
敏
キ
タ
U
F

偏
側
気
胸
－
一
於
ケ
Y
肺
臓
機
能
障
得
／
疑
問
ヲ
解
決
ジ
、
併
セ
ア
余

等
ノ
卒
麿
開
胸
術

一ア
阿
ヅ
ア
質
験
的
基
礎
ヲ
確
立
セ
ン
ト
欲
ス
。

二
、
賓

験

方

法

斗川
1

F
勾
d
J

o
ο
o
 

動
物
ノ
平
常
時
呼
吸
－
一
要
ス

Y
安
気
量
．
的
チ
呼
気
量
ヲ
測
リ
、
業
分
折
－
一
ヨ
リ
ノ
吸
牧
消
費
セ
ラ
レ
b
y
u
y

酸
素
最
及
ピ
排
出
セ
グ
’
炭
酸
克

〆’ヘ

一、、ーノ、

般

方

斯
量
ア
算
出
ジ
、
気
胸
作
成
後
－
一
於
ケ
Y
此
等
ノ
量
ノ
麗
化
ヲ
比
岐
ス
。
而
ど
プ
同
時
一
一
呼
吸
数
、
呼
吸
運
動
ノ
紋
態
、
全
身
症
状
等
ヲ
観
察

ス。

（
二
）
、
呼
気
性
安
気
楽
集
測
定
ノ
・
万
法

此
ノ
目
的
－
一
A

従
来
凡
ア
（
賓
験
動
物
－
一
気
管
切
開
ヲ
施
ジ
）
肺
量
計
或
ハ
克
斯
時
計
ヲ
用
ヒ
タ

y
。
然
レ
ド
モ
此
等
ノ
批
以
前
－
一
－
プ
A

呼
気

、．、．、．、．、．、．、．

y
生
理
的
朕
態

f阪
碍
セ
一
フ

Y

Y
モ
ノ
ナ
Y

7
以
ア
、
正
確
ナ
Y
測
定
A

不
可
能
十
Y
ガ
故
一
一
、
余
等
λ

北
近
我
ガ
生
理
皐
致
室
－
一
－
7
祁
方

氏
／
考
案
－
一
成
レ

y
、
至
極
便
利
－
一
ジ
ラ
簡
軍
ナ
w
F

装
慌
ヲ
選
べ

y
o
郎
チ
掛
物
－
一
A

気
管
切
開
ヲ
施
ス
必
要
ナ
ク
、
柳
カ
モ
川
痛
ヲ
輿
ヘ

ズ
、

業
ノ
偉
呼
気
ヲ
正
確
－
一
大
形
「
ゴ
ム
」
嚢
一
一
衆
集
ス
M
Y

コ
ト
ヲ
得
ア
、
然
モ
従
来
気
管
切
開
ヲ
施
シ
タ
〆
場
合
ト
同
様
ナ
u
y

程
度
ノ
正
確
ナ
Y

成
績
ヲ
得
Y

毛
ノ
ニ
シ
ア
、
肺
量
計
、
克
斯
時
計
ノ
如
夕
、
呼
気
楽
集
一
魅
力
ノ
鐙
化
ヲ
来
ス
コ
ト
甚
ダ
少
ナ
キ
ガ
故
－
一
、
動
物
呼
吸
A

衆
集

測
定
時
ト
雄
、
呼
吸
教
主
ノ
他
二
軍
毛
一
礎
化
ヲ
起
ナ
ズ
、
生
理
的
朕
態
一
一
於
ケ
U
Y

モ
ノ
ト
見
倣
ス
ペ
ク
、
従
ッ
ア
無
麻
酔
ノ
下
一
一
此
ノ
装
置
ヲ

使
用
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
Y
屯
ノ
ト
ス
。

（
三
）
、
来
集
呼
気
ノ
分
析

・
本
質
験
ノ
呼
気
測
定
前
－
一
於
ア
先
ヅ
正
確
一
一
一
呼
気
量
ヨ
リ
其
ノ
一

Oω
ヲ
取

y
、
ホ

l
y
デ

l
ン
氏
二
一
子
一
二
ご
で
小
型
空
気
分
析
器
ァ
使
用

シ
、
各
々
吸
牧
酸
素
及
ピ
排
出
茨
酸
兎
斯
ノ
「
プ
ロ
セ
、ン
ト
」
ヲ
算
出
セ

y
o質
験
動
物
ハ
全
部
中
等
大
ノ
家
兎
ヲ
以
－
プ
セ
リ
っ之
レ
第
一
報
ノ
貫

常
期
成
品
管

「可

席、

司量、..，

工

E長

ーじ

（
第
五
披

一
一
）



第
武
典
せ

F『

原

著
....... 

工

藤

ーヒ

へ
借
用
・

h
波

一一） 

験
ニ
悲
吾
、
人
間
ノ
気
胸
時
－
一
於
ケ

Y
呼
吸
障
時
A

、
犬
ノ
ソ
レ
ヨ
ソ
モ
・
米
兎
エ
近
似
セ
ル
ガ
如
ク
巧
ヘ
ラ
レ
タ
レ
バ
ナ

y
。

家
兎
A

総
－
プ
手
術
蓋
上
－
一
緊
縛
ジ
ア
ヨ
リ
一
一
、
三
十
分
ノ
経
過
ヲ
待
チ
、
呼
吸
平
静
ト
ナ
M
Y

ニ
及
ピ
測
定
ヲ
始
ム
。
大
多
数
－
一
於
－
プ
A

無
恥

酔
ノ
扶
態
－
一
ア
行
ヒ
タ
グ
ガ
故
－
一
、
動
毛
ス
レ
バ
騒
動
ス

Y
鹿
ア

y
c
室
内

ハ
可
及
的
静
粛
ト
ナ

シ
、
動
物
ニ
川
目
穏
ヲ
施
シ
、
空
気
ノ
微
動

ヲ
ダ
モ
避
ケ
タ
ソ
。
呼
気
楽
集
前
－
一
つ
必
ズ
数
分
間
ノ
観
測
ニ
ア
呼
吸
平
静
ナ
M
Y

コ
ト
ヲ
催
ム
。
然
レ
ド
毛
動
物
呼
吸
－
二
毎
常
多
少
ノ
援

動
ア
リ
ノ
、

一
定
不
擾
教
ヲ
得
Y

コ
ト
能
A

ザ

Y
ガ
故
一
一
、
同
一
時
期
－
一
一
炉
、
ァ
唯
グ
一
回
ノ
測
定
－
一
ア
A

多
少
ノ
不
正
確
ハ
見
ガ
レ
難
ジ
ヴ
余
ハ

大
抵
二
、
三
岡
ノ
平
均
ヲ
以
ア
其
ノ
時
ノ
貫
教
ト
ー
ャ
セ
リ
。
而
ジ
ア
全
元
斯
量
A

便
宜
上
凡
ア
営
日
ノ
室
内
平
均
混
度
及
ピ
外
気
腔
－
一
弘
キ
換

算
ジ
比
峻
セ

y
。

（
四
）
、
気
胸
作
成
ノ
方
法

気
胸
ノ
阪
分
及
ピ
手
術
方
法
A

第
一
報
ノ
賞
験
ノ
場
合
ノ
如
ク
セ

y
。

コ
、
ニ
注
意
ス
ペ
キ
A

、
家
兎
ノ
呼
吸
数
及
ピ
呼
吸
量
A

室
内
祖
度

ノ
高
低
－
一
ヨ
リ
著
シ
キ
相
違
ヲ
来
ス
コ
ト
十
9
0
即
チ
同
一
家
兎
二
プ
モ
、
古
阿
川
川
時
A

低
温
ノ
時
ヨ
ソ
呼
吸
数
二
倍
乃
至
三
倍
ト
ナ
リ
、
呼
吸

量
モ
亦
之
レ
ェ
準
ジ
増
加
セ
M
y
d
H

故
－
一
、
若
シ
此
ノ
如
キ
状
況
ノ
下
一
一
－
ア
気
胸
ヲ
作

y
w
t方
ァ
比
鞭
セ
ン
カ
J
剛
後
ノ
関
係
ガ
全

f
オ
盾
ヲ
来

ジ
、
到
底
一
列
－
一
之
レ
ヲ
批

d
ス山
川
事
不
可
能
ト
ナ
グ
モ
／
ナ
リ
。
依
ヅ
ア
ヵ
、

Y

測
定
研
究
A

P

川
，
及
的
同
一
ナ

Y

気
渦
ノ
下
－
一
行
ブ

ペ
キ

モ
ノ
ト
ス
。

一
二
、
責
輪
第
一
、
閉
鎖
性
気
胸

閉
鎖
性
気
胸
ニ
於
－
プ
A

、
一
側
胸
院
内
ニ
途
失
数
同
ニ

一日
？
、
約
二

O
代
宛
ノ
定
気
ヲ
徐
々
ニ
注
入
シ
、
漸
次
気
胸
ノ
・
肢
ヲ
増
大

、
＼
禁
ノ

都
度
獲
化
ス

y
p脈
動
、
恥
目
拠
品
、
同
ル
ル
W
酢
和
金
及
ピ
弥
陀
和
一脈
一
知
恥
記
ヲ
測
定
ス
。
気
胸
側
肋
膜
路
内
時
力
殆

ン
ド
零
（
大
気
時
）

ト
ナ

y

ニ
及
ピ
本
気
注
入
ヨ
ノ
中
止
セ
リ
。
貰
駿
成
績
A

第

一
表
ヨ

リ
第
十
一
表

マ
デ
ニ
示
サ
レ

ャ
’
y
。
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t
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貫
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刊
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刊

日
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一

む

一

比
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ル

一
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気
認
可
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1
了
1
11
1
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4
J一一
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｜

側

一
A

問

一
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一
昨

一
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性
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1
1
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1
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1
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次

T

l

E

川
良

品
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一

一

比

一

川

一

漸

一

川

心

川

一

川

川

，は
斯

F

一
I

「

I

一＝↑

H

H

H

－
M
m
泣
民

側

一
凶

｜

1
一

J
叶
l

一
性
丁

l
i
l－－
K
G素
酸

右

一
A

数
一
川
仙
川
以
一
一
錦
、
一
心
い
ぬ
一
数
盈
量
酸
炭

）
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第三表
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第＋ 表
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r1¥ 1- -i- I I －－一一一一f ;::-- I 
各 I I A.Z. I A.V. ｜ λT・ I 02 I C02 

資数［円賞数Iiヒ｜手竺｜比 鰍＇ －~~J竺iと
ii I－一元一一一一五日了一 I－~~w1~ I ·！~ ! I 1口 ｜ 卜｝剖
郎｜ ｜最低I~1;. ・ I uo. : f .-._,; I I l:!.!1' I Iり14目
著 l 部i ｜千均l~1 .:; 1.1111いlifi.I 1りHl 5A I }.111112ど1土川II' !1(1 I I.oo 
】 ー 右両｜拍手 不 2.m；，；；.ノ7切開ヲカ日へテ開放悦：州 ';If悌ス

工

TwA 

十分後｜刈 i11.¥1!1 1 -t肌 II川 I.－，凶｝.（ii! I 1.0:: I川｜ λ同 ！II.Iiろ
時間後 ISli. I (!.!JO I川 Iu肘｜日l! I山 l1＿~：＿~： 7 J (Iて1~6 __ cuさ

車lj日ヲ閉鈴シ胸腔内／空気ヲ吸引排出 ス

吸ヲ

第＋穴表

向 孟i ，~ 'C 一一一
家兎（(J t ]850 g ）布訊l開放がi：~胸〈開放口 2. mm・） 気際 i08mm. 

A.Z. 1 A.v. I .¥.T. I o~ j （けゴ
責点llt--1問！ん ・1 rt QI~ I 止－｜鰍！止｜寅数llt 

高 Ii.-,s. i I ¥1110. I I みロ｜ I 1 :;.11乃l I 1川三l
低 Ii -t11. I I s::o. I I弓II 11100 I い0.-1.¥11
均 IHリ：；ILOO I ~111. I I.1川 i い i1.IHI I ]}..):!I LOO I 1川；！ l.11け

右側肋間服－＂ :f.~サ ,ji／~.mm. ノ切開プカ[I へテ開放j門i糸 γ 作篤 ス

三十分後 I112. I 川口 Imw. ! 0.78 I t:. t I I.川 Iio.20 o.州 I1;.-+1; i 11.1;1 － 時 l品1 1圭 l 1'.!4. れi<::I I；・ユ I 0.8・! I .－）.リ ｜ ] .り：！ ! ] II.二け りHリlIi.I氾 ！υ1;::

前

旦
恥
最
千

h府

釦l口ヲ閉鎖シ胸j際内ノ字ー気7吸引排出ス

吸引排出獄丞100.α｜1;.J,.1 0.-!:: Iユ＇＇＇・I cu;:; i Nリ！1叶 l~~T~…r-111-1;-
第＋七表

ーヒ

A.’I'. 

~；＼ i,','' 11；，。仁
似！蘇761.mw.

（）， ）
 
（
 
（
 

家＊ （自 t2000 g）左仮lj開成性気脈g（開放口 :l.・i:m.)
九

A.Z. AV  

鰍 ！比｜鰍｜比｜慨｜比

11:;: I ~ぷ I ~ ~ ~It: I 
Hリ l.1111 t :l刊、1.-, ] .IIりlIリミ.：I ].I川

（
第
一
丸
批

側！ 比｜蹴IJ:ヒ
高l1;1;. / I !Hiい．｜
低 l fill. I I ~iOυ． ｜ 
均 lli:l. i'/ ] .Oil jリ；；1;.7/ ] .I川

it. 
左側肋111m ュK サがJ~.mm. ノ切開子加へテ開放性鉱脈J ヲ 作~ス

~ I ：~ ; u: U:.;.,/ ; ~；； / ;;;]_::.:; I j] i'./ ; ~if ;;:: ,' / : ：~－ 
剣ロヲ閉鋲シ胸腔内／今何気ヲ吸引排出ス

1vl;,l排白空気量山 j 1n. T i~~iT11 ：~~－ ／ －1~：！ I l aリi1.1111 I訓； 77[1.吋引u;1j 1.::;-

十分
時間



第＋八表

事長見（黒♀ 2850g）左側開放性紙胸（開放口 2.mm.) ぷ溢 18. ulJ 
－一一 一ー一一 気／I要7G2.mm

A.Z. I . A.V・I A.T. I 什け I ('(). 
比｜鰍｜比｜資数｜比 ｜四｜比｜鰍｜ 比

術 i最高I.Jell. I I ~~II.! I :21.li I 111. ：：~. 11り［II
1最低I::ii. I I ~~i>. I I :011・ろ1 ! Jli.17 • I 1~.17 

前 I.下均I;;1.:;1 1.1111 I I 90. I 1.1川II :2U j 1.1111 f 16.¥1ぷ J.ooI 1 n.:::2 I J.110 

左側肋lfnA需品j主サがJ2.111m.／匂j開ヲカ日へf開放村：気胸ヲ作）＇｝ス

E
J
巧

d

］
］
 

日

リ

胃

l

ハH
ρ
り

ば
H
U
H

H
リ

h
u
F

n
M
U
1
 

一

Q
d
川
・
－

t
E
A

’’a
一

サ
｝

ta暗

N

，t
 

一
一
後
後
↑

一
分
間
一

一
十
時
一

自I］口ヲ閉鎖シ胸腔内ノ’＇｝＇＇ t＼ヲ吸引排出入

｜ぬitJf-1白河… I H. I 1.1~ I山 Ii.111; j 1¥1.1 j 11.¥111 j 2L:-:"1: 1.:2U j 20.rn/ i.~ ：； 
第十九表

家兎（白♀ 2050g）左側開放性州（開放r:l2.llllゆ ~：： f·i~ ，；，~：正n
A.Z. I 人V. Iλ.T. I 02 

賓数！ 比｜蛾 1比｜資数｜ 比｜蛾i比
術 ！最 高 l；λ ！ ! 7:2り｜ I i江4 11入品 I 12.・附
｜：最 低 lユゴ 1 I I川 ＞.I I i :;.1 i い↓G:? I I 

前｜平均 1 ろ＼.! ].ill) I 71:;::: ].IIけ！ 1:;.2 I川 Ii .-•. 1日 1.1川jE＼川I1.1川

左側肋間際 7長サ記J2.mm. ノ切開ヲカ日へテ開放性伝l);<j ヲ fl ；）＂~ス

三十分後｜羽 Iu川 I!)/,.-). l 0.01i I 11.1' i 11 .. ~＼ I I ] 1.川 11.¥11】Ia川 1.11
一時間後 lユ:2.i II.US I (ii心 In.心 I11.G I 11.~ ；.； i ll.~2 I 11.川 tu.-,:21 1.1~ 

自I］日ヲ閉鎖 vO~J燃内ノ空気ヲ l妓引排Ill 人

吸引排出空気配O.cc. I ~8. -/ 11.7:! Iろ10.I 11.~(J I 1コ.oI uιI 11.だい｝リパ Iaλ」I 1.12 

第二十表

術

前

家兎（白♀ 2000g）左側開放性棚（開放口：！.mm.) ;t ：：~~ I計二n
A.Z. I A.V. I AT. I け. I c:1 " 

資数日t－－，両7ζf~t f~~：， rtTrt ＇~ 川？
｜；最高！ 21 ~－ ! 11;1111. ！？川いH.>111 I I Ii.uni I ¥1¥' 
！最低！ 211t ! nm・ I 1.4 I い－，06 j ~ 1 J. 211 I i 
！平均！ :W:-1. ' 1.1111 ! 1-->GU. 11111 l / .. -. I 1.1111 I ]Ii.出： ]. I 川~！）.till: 1.11111 

左側ll力開腹＝長サ約2.mm. ノ LIJ開ヲカ日へテ開放性気胸ヲ作 1＂~ス I l叫
ご B I ) 

分 後 lリヨ［ O.H I 11 L九： 0.1:: t E-* : u;:; 1 n.1がi1.:2D I :211.1>1 i 1 .. ;:! 
間後 I¥)6. I 11.IG j I:!l.ll.1 II.IS I E リI112 ！コ：；ろG!J.Hjゴ1.711! 1.川

長I］日ヲ閉鎖シ胸胞内／空気7吸引排出 A

一時

吸引排陪は品川口 I 18. Iυ；：s I ¥I日 i11.!i:; j 1:!.リ1.1)7I山 Ii.z.-, I川コIu リ

裕
次
谷

【
原
著
】

工

藤

七
円
。

、、J



第二＋ー表

（第十二乃盃第一1・六表'I＇均百分比）

右側開放性気胸（Ca.2. nun.) 

τ~~~＝I三十 l~~t~
右側胸壁＝主主サ約 2.mm . ノ切創 7 力日へ開放性気胸ヲ作~＂＂

十分後 I 1.1:3 I 0.97 I O.!JO I 
時間後 I i.11 I o.96 I o.89 I 

切創ヲ閉鎖シテ後胸腔内／空気ヲ吸引排除ス

1.00 

0.76 
0.74 

CCh 

1.00 

0.85 
0.85 

雨l術

常
用
成
品
世

v園、
Tl. 

著...... 

工

1.11 1.13 吸引排除空気量
70. -100.ccm. 

T~長

第三＋ニ表

（第十ヒ乃至第二 （・・友平均百分比）

左側開放性書記胸（Ca.2. mm.) 

I A.Z. I A.V. i A.T. I 02 I 

左側胸壁ι長サ約2.mm.ノ切創ヲ加へ開放性気胸ヲ作鴛ス

後 I l.01 0.98 I l.Oi I 
後 I 1.01 l.Ol i l.0¥1 
1:7)創ヲ閉鎖シテ後胸股内／空気ヲ吸引排出ス

一「－－~.；；－ i ・・-・-1 -.1~ .. --！一二一一［－

1.00 

C02 

前

分
間H寺

術

1.22 II.Ki 
吸引排除空気量
70.-80.ccm. 

乙
、
開
放
口
約
四
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場
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第ニ＋三表

家兎（白t2600 g）右開放性気胸（開放口 4.mm.) 気温 21.oc I 位
気陛 7 .mm. I 第

i一一一 －「一－一て一一←l一一一←一一 一｜武
A.z. I A.v. I A.I. I o~ I ('O:: I 傘

一苧平！竺｜主平←1竺J食．平l些J一瓦｜日＼示雪！一r
術｜最高 Irnゴ.I 11~ ：J円 I I 1’；1 I I 2.:;.d I 1《｝白ul'I I冨
｜最低 I no. i I 111¥0. I I no I I 24.37 ! I 1x.sx I l跡
前！卒均 I !Jii. I J.n11 I 1:!11.:,, I LOO I 12 .. :; ! 1.1川 I:>1.7リ 1.00I lU.21' l ].Iゅ｜輩

一一－ l 一二一一 一 一 一一 la 
約4.mm.ノ切創＝テ開放性主主胸ヲ右側＝－f宇角ス

三十分後 I1 :!-1. I L2!1 I 1305. I L附 l] I I.弓 Hs.i I Iリ.. ）.~ 11.i！《II ].).-!I) 0.7リ
一 時 間 後 I1 :H. I 1.2リfl川りiりー州 I C:.li 0.11!1 I 1 i.66: 11.71 111.71 II.川｜工
一一一ー一一一一一切明鋲叩削指削排除 ー｜藤
閉鎖直後 I130. I 1.::.-, 111110. 1り州 l .~.2 i o 111; I i 1.66 ! o.n I 11.71 I 0.61 
空気吸引排除盆120.cc.I 90. I o.叫いよ；11.1 Lrn I 15.9 I u1  i :.:11.o:i' I.21 I 21.州 IIA-! 

第二＋図表

親（白♀附日）右開放闘胸（開放口印刷） ~u~ 7~~：~~：2日
A.Z. I A.Y. I A.T. l り＂ I l件、

蛾比｜賓数l比｜蛾1比｜資数；比｜資数比
術 1最高｜山 ｜川 I I H:-; 11:--11-1 i 17.4:J 
｜最低I;,r,, A I ~~：1~.J I l~.~ i 111.6:l 1111.::-1 

前 l平 均 I .)c:.1 lりoI川り＇ II.1111 I 14.6 i.1111 111.:.;.i i山｝｜い＇，.；；；

約4.mm.ノt刀剣ユテ開放性気胸ヲ右側二作鴛ス

三十分後 I 1c.. I 1.16 I !1：：ユ ILo9 I 11ーリ対｛｝川 I14.03' I山 II 14 II:) 0.川
一時間後｜刈 II.47 poao. I 1.2りIuリi 11.:--;; j l;).¥Ji' i II.川 IHSi O.¥J:! 

切創閉鎖 胸俳句内空気吸引排除
閉鎖直ほ｜叫 I1.-l:) i !J.'iO. ! 1川 1J l.!1 o .-:2 ! rn.11 I川 iI Hrn o. '' 
空気吸引排除量90.cc. I 加！ o.9v 1111211. I us I 17.6 I J.21 I 24.9!l I u11 I 2：！.り3 1；川

第二＋五表

家兎（白♀ W50g）右開放性側（開放口 4.mm.) 鶏弐；~n.
A.Z. I A目γ. I A.T. I 02 I l< 12 

七
日l

鰍 l 比i賀町比｜蛾川賞数！ょヒ｜矧 l 比｜季

最高 i 花 I I !140. I I 11'.4 I 2uユ f 17.川｜議術

前

最低 I 5:2. I I !11111. I I 17.i' I 20.21 いG.:lOI 
平均｜ろ：！.I Loo I川＇ l1州 I17.K 1 uo Iヨo.:,J. 1.1川 111.::i1I Lon 

約4.mm.ノ切創ユテ開放性気胸ヲ右側＝作伶ス

三i~ 石r·l~，~~τ」了工…Tv.ム 1 n .. >4 I 12.11:i o.ろ！lI 1i.-10 I O.li4 I '-" 
J'LI 

一 時 間一二平！ー」！リヤC::,：竺竺J¥J.l iりみ1_1_1 :2.山川｜竺1ト｜（）川
切古ll閉鎖ー胸股内空気吸引排除

同点主玄i 司τ；不可下面「示1…リ 11'i~：11 示。 rll.61 I 0.6~ 
空気吸引排除量120.cc.I XG. j 1.66 IJ600. I 1.73 I IX.li I 1.10 IおβIII u:, I 21i.4 



相（白♀ 280）耳）右開放性側（開放口 4.mm.) ま議 7~~：：~.
人χl A.V. I A.T. I 02 I削
鰍l比丙五口子｜臼h「｜鰍l比｜賓数｜比

最高l1'11. I flOO. I 11.'i 111.1;::1 I 14.76 
最低I10. I 1'20. I 11.2 111~-i1 113.50 
予均II ti 1.00 l同：Ul ].1111 I llA 1.00 I 11A7 I 1.川 1a1::; I 1.00 

¥・J-i.mrn.ノ切創ユア開枚性気胸ヲ右側ニft;]'$7. 

｜川 1ヨ0I川 11.. >q I 'i.9 : 0.69 11~.Hl I 0.691 
7-l. Hリ日 1600. り.10I メ1 0.11 I lUりiり65I 

切創閉鎖ー胸枠内空気吸引排除

1.20 l111;: 1xi I 1 ：；.~r u..Ij ・2；判

表

制百

六＋ 第

第
或
血
官

F『

原

9.30 I 0.66 
8.10 I 11.07 

後
後

前

卜分
時間

著
』4

1.3-! I 21.65 /. 1.53 ！｝（｝ー

閉 鎖直後 l
空気吸引排除重120.cc.I 

工

藤

家兎（白♀ 2150g）有開放闘胸（開放口 4mm.) 緯 7~g.1;1~.
A.Z. I A.¥'. I A.T. I O空｜ ι02

蛾l 比｜賓鍛｜比｜瓦l~I鰍！比同F
i li寺富l18. I ｜ろrn.i I 1 ：：ろ l 11-l .. )cl i I 12.96 I 
l蚕面I-iii. I l .)411. ! I 11. ¥) I I 1:.;.77 I l '.l. ¥I:! I 

前 平均I.i:q i.• 川 1 九.）G.7i 1川 IEl  l川い.J..16! 1. I 12.94! 1川

1:'014.1111札／切創ニテ開放性気胸7右側ニ作鴛ス

分 後 l¥l4. I :z.1.) ! 68.5. • i.23 I 7.:; Iり.. >1 I i'.九日｜り.GOI 
間後 I94. I :2.1·~） l 605, 1.09 ! 6.4 I O.i)O I 7.1'7 Iり.）6I 

切創閉鎖一胸股内空気吸引排除

リil. 2.17 I 700. I 1.26 I 1.0 I 
りt 2.lii I川 i].-1/J I 1'.6 I 

表
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閉 鎖直後 l
空気吸引排除量90.cc.I 

家兎（白♀ 2200g）左開放性気胸｛開放口 4.mn

I AX  I AV. I A.T. I ん＋叫
瓦1－－；－主張i1tl鰍比｜貧数｜比向「比
高I.)6. I c:1H1. i I rn.ゴI I HJ.II I 11~.n-± 
低 Its. i 1111. I I 14.6 I I 1 ;;.oo I I 16目。。
均 I;,:z. 1 1.00 l 1.~ ： i.::i 1川 llλヨj 1.110 I 1 KAけIi.oo 116.441 i.oo 

キポ＇J4.mm.／切創＝テ開吹性10.ri旬7左側ニ作汚 λ

I ~：.m i中記~fD'~；~＇ i ~.：： 1 －：~~~1 ·t：~. 
切創閉欽一胸腔内空気吸引排除

~~： ; b：~~ rl~ii:ll!U 山崎I ~g~ I Vi~ I ~~：~gf T~i 

表J¥ ＋ 第
ーじ
，，耳

後
1圭

分
間

閉鎖直 1を｜
空気吸引排除盛100.ec.I 

術｜最

最

時

部1

（
第
冗
放

I旦J

＼、J



第二十九衰

一三平竺竺~~－g）問問問＿'1：~~；鑓亙孟－ 第
オ
叫
品
世

A.Z. I A.¥'. I A.T. I 02 I ('()" 

叫比｜鰍IJt ｜蛾i比｜蛾比｜蛾｜比
一命－I五占ドI- ~r山11., --111:4T 五百1-,N~~ ： ｜冨

｜最 m;I 66. i I 1111. , I 10.1 I い.i.. -,6. I I 
前｜平均I69.31 I.I川I1611. I u川I.10.96f Loo 114.621 u川11::.c11i ｝.（川｜著

約4.mm.／切創ニテ開吹＇I空気胸7左側ι作怨ス

三十分後 I 90. I 1.21 1111ろI1.-17 I l 2.-1 i 1.13 I 20川 l.・rnI iげ 3f 1.-1り
一時間後 l山： 1.33 Ill山； 1訓 I12.:; i 1.12 I Z:!.titi ! 1ろ.：； I 2川 l.i'i6I 工

切創閉鎖一胸腔内空気吸引排除

閉鎖直後 Ius. ! 1.70 I rn;.>. 1 1.63 I 10.九Io.96 I 2:z.叫 I1川 I:c2.2:! 1.~6 
空気吸引排除遺100.c巴目 1 GG. ' 11.¥1.-, I リ3U.' l.'.:2 I HI I 1.30 I 2：＞.λtベIuλI :21叫 1.u:: 

藤

第三＋表

紙（黒♀目的 g）左開放性集約（開放口 4…：〉音量一議~~~
A.Z. I A.¥'. I A.T. I 02 I < 'Oc 

－一一一五百ド瓦 ~I五EL！平1 竺両更
術｜最高 I H. • I .s111. 1 1 un: 113.Hi I 0.1i01 
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第三＋丸表

第滅容
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第五＋穴表

第武品官

家兎（黒♀ 26500健康家兎＝於ケル呼吸以ー態ノ毎日動援

A.Z. A.Y. A.T. 02 C02 

寅数｜比 鰍｜比 鰍｜比 寅数l比 鰍 l比
第 一 日 62. 1.00 1185. 1.00 28.44 1.00 19.55 1.00 

第 日 55. O.S¥J 9-15. 0.79 22.21 0.78 15.59 0.78 一
第 日 53. 0.85 970. 0.82 20.2 1.06 25.71 0.70 18.43 0.94 

第 四 日 49. 0.79 820. 0.69 16.9 0.88 21.73 0.7i 13.94 0.71 

【
原
著
】

工

藤

第五＋七表

家兎（褐♀ 2300g）健康家兎＝於ケル呼吸状態ノ毎日動損益

出τ
A.Y. 

ぷ1・比試斗J比貸数 ！比

第 1.00 1280. 一 日 同ii. 1.00 IG.s 1.00 19.20 1.00 同 11.00

第 日 77. 1.00 780. 0.61 10.l 0.60 19.11 0.99 15.60 0.81 一
第 日 76. 0.99 s .~＞o 0.67 11.2 0.67 '.ll.70 1.13 14.21 i 0.74 
第 四 日 70. 0.90 i:lO. 0.56 10.3 0.61 HJ.SO 1.00 14 20 Q.74 

第五＋八表

七況七

家兎（褐平 2350>r）外科的有限I]開放気胸閉鎖吸引後／経過

A.Z. A.Y. 

ず斗J比
C02 

問｜比 鰍｜比

術 前 /.!. 1.00 10・'.5. 1.00 23.51 1.00 18.81 1.00 

開放口閉鎖直後 100. 1.04 730. 0.69 7.3 0.52 一
気閉量鎖吸8引5.直cc後．吸引空 74. 1.00 1520. 1.45 20.5 1.45 35.72 1.52 32.78 1.84 

時 問 後 56. O.lu rn.i.s. ' 1.29 23.8 1,69 34.97 1.49 30.94 1.64 一
ム

時 問 後 74. LOO 1120. 1.07 15.1 1.07 21.28 0.90 l'J.07 l.00 ，、

二十四時間後 60. 0.80 1010. O. ~ 7 16.8 1.19 24.42 1.00 18.18 0.97 

四十八時間後 66. 0.89 960. 0.92 14.5 1.03 22.56 0.96 17.57 0.90 

七十二時間後 70. 0.95 1060 1.01 15.l 1.07 24,61 1.00 rB,75 0.89 

（
第
五
競

五
七
〉



第五＋丸表

家兎（禍♀ 2100g）外科的右側開放気胸閉鎖吸引後ノ経過

~貧~，、比 J比ドた C02 

鰍 1比

術 前 60. 1.00 1140. 1.00 19.o I l.oo 2i.70. 1.00 21.17 1.00 
開放口閉鎖直後 80. 1.03 980. 0.86 12.3 0.65 

気開銀量吸8引0直cc後．吸引空 68. 1.01 1330. 1.17 19.6 1.00 35.25 l.:~7 29. \l~ 1.41 

一 置在 間 後 60. 1.00 860. 0.75 14.3 0.75 18.49 0.87 一 23.821 1.22 
ム

時 間 後 66 1.01 945. 0.83 14.3 0.75 21.7-l 0.78 1”I.の“－I 0.80 ノ、

二 十四時間後 64. 1.01 935. 0.82 14.6 0.77 14.31 0.68 

凶十八時間後 88. 1.47 940. 0.82 10.7 0.59 18.99 i 0.69 14.57 0.69 

第六＋表

I A.Z. I A Y. I A.T. I同 I C02 
｜鰍Ijヒ｜貧数｜比｜賓数｜比｜鰍｜比｜笈数！比

術前

開放口閉鎖直後

閉鎖吸引直後吸引空
書記盈 90.cc. 

二時間後

六時間後

二 十凶時間後

間十八時間後

.穴＋ー表

家兎（褐♀ 2300g）外科：i'.J右側開放気胸閉鎖後／経過

AY. ~o霊［ <_:(・)! 
鰍｜比 鰍｜比 ｜貸数｜比

術 商I 40. 1.00 7193. 1.00 Hl.78 1.00 13.88 1.00 

閉 銭 直 後 61. 1.53 1070. 1.-!9 17.5 ' 0.97 27.29 1.38 21.94 1.65 

一 時 間 後 56 1.40 915. 1.27 16.3 0.90 28.64 1.45 16.92 1.22 一
ム，、 時 間 後 70. 1.75 720. 1.00 10.3 0.57 18.50 0.94 11.lG 0・80

二十四時周後 49. 1.22 790. 1.10 161 o. ~ 日 19.36 0.98 14.46 1.00 

~H 十八時周後 52. 1.30 8G5. 1.20 16.6 0.92 22.58 1.14 16.95 1.22 

七十二時間後 45. 1.13 820. 1.14 l,;.2 I 1.01 21 3ヨ I.OS 15.99 1.15 

甜
m
t
m
tせ

【
原
著
】

工

藤

七
五
人
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第六＋ニ表

骨m式品官

家兎 （台T2-000g） 外科的右側開校集駒閉鎖後ノ鰹~
一 一一一一一

~r比 t~九 hiffuj寅ふ
C02 

貫教｜比

術 前 .f~. I.00 1250. 1.00 29.8 1.00 36.63 1.00 25.38 1.00 

問 鎖 直 後 145. 3.45 1220. 0.98 8.4 0ヨ品 li.69 0.48 13.42 0.53 

ー 時 同 後 140. U。．。υυ。 1240. 0.99 i:;.s t 0.29 16.16 0.44 13.85 0.5.f 
一
占，、 時 開 後 148. 3.52 1240. 1.00 8.4 0.28 13.02 0.36 11.16 0.48 

二 十四 時間 後 64. I 52 1230. 0.99 19.2 0.64 20 91 0.57 17.8-1 0.10 

間十 八時間後 44. 1.05 1045. 0.84 23.8 0.80 17.24 0.68 

七十 二 時間後 46. 1.09 1010. 0.81 22.0 0.74 28.19 0.79 18.18 0.72 

F『

康

事

工

藤

第六＋三表

家兎 （白♀2250g）外科的右側開放気胸閉鎖後ノ経過
’一－－a晶－－－

f ~比 ｜ι出工
。宮 C02 

貰放 ｜比

術 自11J 21.2 1.00 28.96 1.00 21.59 LOO 

閉 銭 直 後 51. 1.2; 1125.0 1.33 22.l 1.04 4073 1.58 30.94 1.43 

一 時 間 後 56. 1.40 1067.7 1.26 19.0 0.90 30.19 1.04 22.¥'3 1.06 
一_,_ 
日寺 間 後 56.7 !.4i 1223.3 1.45 20:8 0.98 21.05 i 0.95 25.44 1.13 r、

二 十四時 間 後 04 1.35 955. 1.13 17.7 0.84 21.6当 1.i:J 20.05 0.93 

凶十．八時 間 後 51. 1.28 930. 1.09 18.2 0.86 32.79 0.19 20.46 0.95 

七 十二 時間 後 48. 1.20 860. 1.03 17.9 o.s.; ヨ3.65 0.82 19.78 0.92 

七
五
九

第六＋図表

家兎（褐平2100g）外科的右側開放気胸閉鎖後／経過
一一ー一一一

J比 ｜賞~p比 l wiT先 '.jf~ r 比 賀数 ｜ 比
術 両iJ 6:J.3 1.00 1143.3 1.00 18,l 1‘00 27-91 1.00 2宮.ff! 1.00 

閉 鉄 直 後 104. I.fl生 1335. 1.15 12.8 0.71 31.63 1.14 23.36 1.06 

時－ 閑 後 84.7 1.31 1013.:-l 0.88 11.9 0.66 22.80 0.82 18.54 0.84 ’一
占

時 間 後 73.3 1.16 1086.7 0.95 】4.8 0.82 25.21 o_go 20.86 0.95 ノ、

二 十 問時間後 65.3 1.03 926.7 0.81 14.2 :. 0.78 22.06 0.79 17.15 0.78 

凶 十八時間後 58.7 1.94 8i6.7 0.74 14.6 0.81 22.70 0.80 

七 十 二 時間後 60. 0.95 875. 0.77 14.7 0.81 21』3 0.77 17.93 0.81 

〈
第
五
波

五
九
）
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第六＋五表

（第7パー六及ピ第五十七表平均百分比）

健康動物経過（封 P.l'l)

A z. / A Y. I A.T. u~ 

1.00 I 1.00 I 1.00 I I.Oil 

0.9-! I 0.70 I 0.75 I り s.~

0.92 I O.H ' 0.86 I l.01 

0.84 I 0.62 I 0.7・l I 0.88 

｛第一周参照）
第
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第ー園

健康家兎ニ於ケル呼吸状態毎日動按ヲ示ス（第六十五表参照）
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第 第

B 

第
四
日日

一一一一毎分呼吸数 A.Z.

一一一一一毎分呼吸量 A.Y.

一一一一毎分吸牧酸素量「）三

毎分排池炭酸J;¥斯量 C02 （以下準之）

第六＋六表

OtDL 1・八乃至第六十表平均百分比）

七
ノ、

（第二国参限〕 0 

右側気胸空気吸引排除後／経過

I A.Z. I A.Y. I AT. i け2 I cu己

術 前 I 1.00 1.00 I i.oo Loo : 1υ 

開放口閉鎖直後 1.70 0.7吋 O.ilパ ー

空気吸引排除直後 1.16 1.30 ド 1.'.2[1 1.00 }.(i;; 

二 時間後 0.111 1.03 I i.21 u.i 1 i.:m 

六時間後 i.oo o s0 I n.け 0.7り＇ 0.叫

二十四時間後 0.98 n.si'I i o.96 o.84 I o.85 

四十八時間後 1.1 :.l I 0 81 I 0.80 0.75 I O.'i'i 

七十二時間後 0.9) I 1.01 I 1.0'i 1.00 l 0.89 

（
第
五
波
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O
）



第二圏

外科的開放気胸閉鎖・空気吸引排除法後＝於ケル呼吸状態（第六十六表参照）
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右側j胸腔開放日閉鎖後ノ経過

AZ. A.Y. AT. 。旦 C02 

術 前 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 

開放口閉鎖直後 UJ6 1.24 0.71 1.1-1 1.16 

日寺 問 後 1.86 1.11 0.69 0.94 0.92 一
ム

時 間 後 1.90 1.09 0.66 。.78 0.60 ，、
三十凶時間後 1.25 1.00 0.78 0.11 0.85 

四十八時間後 l.H 0.97 0.84 0.86 0.91 

l七十二時間後｜ 1.09 0.93 0.81 O.Sti 0.91 

第六＋七表

｛第六十一乃至第六十四表平均百分比）

第三国

空気吸引排除法ヲ行ハズ外科的開放気胸閉鎖後呼吸状態（第六十七表参照｝

） ぺ＼
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六
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一
及
ピ
、
呼
吸
中
．
極
克
奮

エ
ヨ
リ
、
呼
吸
蓮
動
自
ラ
旺
廉
ト
ナ

p
－
ア
以
ア
代
償
機
能
ヲ
費
揮
ス
。
コ

V

克
斯
交
換
ガ
健
常
時
ヨ
リ

モ
却
ア
旺
盛
ト
ナ
u
y

所
以
ナ
リ
。
而
シ

ア
完
全
閉
鎖
気
胸
－
一
於
ア
壬
術
動
物
呼
吸
A

代
償
シ
得
Y
能
力
’
ヲ
有
ス

Y

コ
ト
A

緒
方
氏
ノ
貫
験
立
読
セ
w
y

所
ナ

9
0

更
ニ
進
ン
デ
開
放
性
気
胸
－
一
ア

9
－7
A

肋
膜
腔
内
魅
力
ノ
鑓
化
ガ
閉
鎖
性
気
胸
ノ
場
合
ト
大
一
一
異
ナ
リ
、
呼
気
時
ト
吸
気
時
ト
ニ
於
ケ
Y
内

座
A

共
－
一
著
シ
ク
大
気
魅
－
一
近
ゾ
キ
、
肺
臓
機
能
モ
之
レ
ユ
準
ジ
－
ア
減
退
ス

Y
ガ
故
－
一
、、
呼
吸
瓦
新
交
換
ノ
障
害
毛
亦
従
ッ
ア
大
ナ
u
y

理
ナ



η
ノ
。
然
レ
ド
屯
余
等
ノ
貰
験
結
果
ニ
ヨ
レ
バ
開
放
性
気
胸
－
一
際
ジ
－
7
A
必
ズ
ジ
モ
呼
吸
障
碍
ヲ
・
来
ス
毛
ノ
－
一
非
ズ
。
開
放
口
小
ナ
Y
時
（
質
勝

第
二
、
甲
、
占
昼
間
山
）
或
A

開
放
ガ
左
側
胸
ナ
Y
時
（
賓
験
第
二
、
乙
、
盛
田
川
）
等
A

動
物
川
自
然
－
一
呼
吸
敏
及
ピ
深
サ
ヲ
増
ス
コ
ト
ユ
ヨ
リ
ア
呼

吸
障
害
A

立
振
－
一
代
償
セ
ラ

y
、
モ
ノ
ナ

y
。
而
シ
ア
開
放
口
大
ト
ナ

y
気
管
径
ノ
大
ナ
一
一
近
グ
ク
ニ
及
ピ
、
初
メ
ア
代
償
障
害
ヲ
来
シ
、

（
左
側
開
放
ノ
場
合
A

反
之
代
償
セ
ラ
Y
）
、
呼
吸
量
ノ
ミ
A

術
前
ヨ
リ
減
少
ス

Y
事
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
酸
素
吸
牧
量
及
ピ
茨
酸
克
斯
排
情
量
二
吊

ニ
梢
々
減
少
ヲ
来
ス
モ

ノ
ナ
η
ノ
。
之
レ
既
－
一
ザ
ク
エ

Y

フ
Y
ッ
フ
氏
ノ
想
像
セ
シ
鹿
一
一
シ
－
プ
余
等
－
一
ヨ

1
7始
メ
ア
同
氏
想
像
正
鵠
ヲ
得
－
プ
ア

リ
ノ
ジ
コ
ト
ガ
立
謹
セ
ラ
レ
タ
モ
ノ
ナ
リ
。

レ
ー
ン

A

Y
ト
氏
A
斯
ク
ノ
如
キ
開
放
気
胸
－
一
ア

A
吸
牧
駿
素
量
ヨ

y
モ
炭
酸
克
斯
排
池
量
ガ
常
ニ
ヨ

y
多
ク
減
少
シ
呼
吸
率
ガ
必
然
的

ニ
小
ト
ナ
M
Y

ト
遮
ペ
タ

9
ジ
毛
、
余
等
／
賓
験
結
果
－
一
－
7
A
此
ノ
定
律
ア
承
認
ス

Y
能
A
ず

Y
モ
ノ
ナ

y
。
而
シ
ア
前
諸
家
ノ
測
定
研
究
－
一
於

－Y
其
ノ
意
見
ノ
一
致
セ
ザ
Y

A
恐
－
フ
ク
葉
ノ
開
放
口
ノ
大
小
ノ
差
異
－
一
依
Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
之
レ
常
然
ノ
事
ト
謂
プ
ペ
ジ

円又
一
時
論
争
セ
ラ
レ

タ
Y
完
全
気
胸
成
立
ト
開
放
口
ノ
大
サ
ト
ノ
開
係
（
吋
け
つ
汁
氏
周

E
E
及
ピ
鈴
木
氏
等
）
モ
余
等
ノ
肺
臓
機
能
測
定
一
一
ヨ
リ
ノ
一
方
開
放
口
ト
他

方
気
管
最
狭
小
部
横
断
面
ノ
大
サ
ト
ノ
比
ガ
肺
臓
機
能
一
一
密
接
ナ
Y
閥
係
ア
Y
事
守
フ

ペ
カ
ラ
ザ
Y
事
質
タ

y
。

外
桝
的
開
放
気
胸
一
一
ア
リ
ア
A

気
胸
内
ノ
肺
臓
ノ
生
理
的
機
能
λ

全
然
不
能
ト
ナ

y
、
加
之
－
ブ
ズ
健
側
肺
モ
亦
著
シ
ク
萎
縮
シ
、
唯
胸
廓
－
一

起
wy

極
度
ノ
深
吸
気
運
動
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
ノ
ミ
健
側
肺
臓
A

呼
吸
ヲ
替
ミ
得
Y
朕
態
－
一
ア

Y
ガ
故
ニ
、
動
物
A

自
然
的
－
一
胸
廓
運
動
ヲ
可
及
的
大
ナ

－
プ
シ
メ
、
萎
縮
肺
ノ
膨
脹
及
ピ
縮
少
ア
促
シ
以
ア
呼
吸
障
碍
ヲ
代
償
セ
ン
ト
努
力
ス
レ
ド
モ
到
底
健
常
時
一
一
及
バ
ズ
、
呼
吸
歎
潟
メ
－
一
却
ア
減

少
ス

Y
場
合
少
ナ
ヲ
フ
ズ
っ
呼
吸
量
、
吸
牧
酸
素
量
及
ピ
排
柑
山
灰
酸
克
斯
量
A

共
ニ
殆
ン
ド
説
行
ジ
ア
著
ジ
キ
減
少
ヲ
来

シ
重
篤
症
股
ヲ
呈
ス

M
F
7
常
一
ト
ス
。

然
レ
ド
モ
左
側
胸
腔
ノ
開
放
一
一
於
－
ア
A

偲
令
外
科
的
ノ
大
開
放
口
（

ω
l
F
E×

Hg）
ヲ
有
ス
ト
雄
、
動
物
ノ
呼
吸
A

能
ク
代
償
セ
－
フ
レ
ア

牽
モ
危
険
／
徴
候
ヲ
ロ
王
セ
ザ
Y

A
、
家
兎
ノ
右
肺
ガ
左
肺
ヨ
η
ノ
モ
著
シ
グ
大
ナ
M
Y

ガ
魚
メ
ナ
ラ
ン
モ
、
其
主
タ
Y
原
因
λ

正
中
線
ノ
左
側
一
一

A

大
ナ
w
y

心
嚢
ア

y
、
一
部
左
側
前
胸
部
ニ
軽
キ
癒
着
ヲ
示
シ
、
其
ノ
他
大
血
管
等
ノ
関
係
ヨ
リ
、
縦
隔
膜
ノ
右
側
方
へ
移
動
シ
得
Y

可
能
性

第
成
品
世

F司

原

著
u 

工

藤

七
六
五

（第
五
披

六
五）



第
叶
州
各

，.－、
原

著
w 

工

藤

七
六
六

（
第
五
銃

ム，、
ム，、
、、、J

ー
ガ
、
左
側
方
へ
移
動
シ
得
Y
可
能
性
ヨ
リ
モ
迄
カ
－
7
小
ナ
Y
Jガ
鴻
ナ
Y
イ
シ
。

（
二
）
、
気
胸
内
宰
気
吸
引
排
除
法
v

一
開
ス

Y
事
項

気
胸
内
空
気
ヲ
機
械
的
－
一
一
段
引
ジ
之
レ
ヲ
排
除
セ
ン
ト
企
－
7
h
F
Y
A
、
余
等
ト
其
ノ
目
的
コ
ソ
異
ナ
レ
既
－
一
久
シ
キ
以
前
ニ
シ
－
ア
、

引
け
判
汁
M
l
u（
氏

Hwzg
『
三
三
（
一
八
八
二
）

目
、
常
時
危
険
ト
セ
グ
レ

タf
y
「
気
胸
内
容
－
集
」
ノ
吸
引
っ
萎
縮
肺
臓
ヲ
再
ピ
膨
脹
セ
ジ
ム

U
Y

ニ
必
要
ナ
Y
手
段
ナ
グ
’
ペ
キ
ヲ
唱
道
シ
、
究
、
テ
（
一
八
九
一
年
）
引
ロ
ー
恥
氏
旨
・
ご
ロ
A

臨
床
的
経
験
ノ
一
例
ヲ
報
告
セ
U
Y

ニ
葉
ノ
端
ヲ
稜
ス

Y

ガ
如
シ
。
後
同
氏
A
（
一
八
九
六
）
動
物
質
験
ニ
ア
其
ノ
可
能
ナ
Y

ヲ
椛
メ
、
胤
臨
ノ
如
キ
モ
亦
直
チ
ニ
健
常
時
－
一
依
復
セ

Y

ヲ
認
メ
タ
リ
。

グ
？
ト
ン
J

ア
ル
d
p
川
川
引
氏

J
J
F
H
F
L
C】

pe－－t
F

（
一
九

C
O）
A

徐
々
ニ
吸
引
ス
レ
バ
肋
膜
路
内
ノ
市
会
費
殆
ン
ド
全
部
排
除
ス

Y

コ
ト
ヲ
得

コ
ッ
ヘ
ル
氏
一
T
R
L
5・
モ
亦
既
一
彼
レ
ノ
数
科
書
－
一
「
気
胸
A

必
ズ
吸
引
ニ
ヨ

y
除
去
ス
ペ
キ
」
ヲ
述
ペ
タ
リ
o
J
プ
ュ
グ
ア

l
相j
メ

ペ
シ
‘
ト
主
張
シ
、

川
氏
及
ピ
川
刑
判
州
ル
ト
ヰ
ル
氏

H
Y
－
z－
E
］一一三＝－－
muz－－＝
2
・
（
一
九
二
ニ
）
A

常
ニ
之
レ
ヲ
臨
床
上
ノ
一
治
療
法
ト
シ
－
プ
臆
用
シ
良
果
ヲ
牧
メ

タ
リ
ト
イ
フ
円
、
業
ノ
他
グ
ク
イ
フ
A

ン
A
l
グ
ン
氏
子
・3
z
r
三

52F
（
一
九
二
ニ
）
、
示
イ
ン
ホ

1
ル
刊
氏

F
E
E
T－
（
一
九
二
三
）
及
ピ
我

ガ
鈴
木
氏
（
大
正
五
年
）
等
皆
該
方
法
ヲ
臨
床
的
ニ
肱
用
シ
葉
ノ
効
果
ァ
認
メ
タ

p
。
又
近
時
欧
洲
戦
争
－
一
於
－
プ
毛
気
胸
ノ
一
療
法
ト
シ
ア
庚
ク

適
用
セ
ラ
レ
相
常
ノ
成
績
ヲ
恥
グ
タ
土
利
村
川
氏
及
ピ
ト
パ
コ
川
利
引
プ
ーン
氏
。
～
F
E
T
E
L

者
二
一
乙
ご
さ
－
F

並
－
ユ
到
叶！日川フ
刊

川

氏

F
・FZ
E
－－－L

等
ノ
報
告
－
一
ヨ
叫
ノ
明
陥
ナ
ソ
。

由
是
観
之
、
余
等
ノ
行
A

ン
ト
ス

Y
空
気
吸
引
排
除
法
山
先
グ
第
一
ニ
気
胸
ノ
治
療
法
ト
シ
ア
有
効
ナ
Y

A

既
ニ
疑
ノ
検
地
ナ
キ
事
貫
タ

y
。
マ
シ
－
プ
況
ヤ
余
等
ノ
質
験
結
果
ニ
ヨ
レ
バ
該
方
法
A

全
身
杭
航
、
血
煙
及
ピ
肺
臓
機
能
－
一
－
即
時
甚
ダ
シ
キ
良
好
ナ
u
y

結
果
ヲ
来
ス
コ
ト
ガ

立
読
セ
ラ
レ
タ

Y

ニ
於
－
ア
ォ
ャ
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

悲
ニ
炉
、
－
プ
余
等
A

此
ノ
『
空
気
殴
引
排
除
法
』
ノ
効
果
頴
著
十

Y
椛
読
ヲ
以
－
プ
「
該
方
法
A

平
睦
開
胸
術
－
一
問
調
ス

Y
原
則
的
後
慮
置
ト
シ
ア
敏

、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、

ク
可
カ
ラ
ザ
グ
’
早
』
J

タ
w
y

コ
ト
」
ヲ
特
記
セ
ン
ト
欲
ス
ル
屯
ノ
ナ
リ
。

却

w
－
プ
手
術
後
気
胸
ノ
存
在
A

班
チ
ニ
生
命
上
ノ
危
険
ヲ
誘
脅
ス
ル
コ
ト
無
ケ
レ
ド
モ
、
永
ク
呼
吸
悶
難
ヲ
胎
シ
、
全
身
ノ
抵
抗
力
減
退
－
一
ヨ



y
爾
後
病
荒
経
過
ニ
甚
ダ
ジ
キ
悪
影
・
響
ヲ
及
ポ
ス
コ
ト
ア

Y
ぺ
キ
A

何
人
毛
推
測
シ
得
M
Y

所
ニ
ジ
ア
、
般
令
気
胸
内
ノ
空
気
月
二
二
週
間

－一

、シ
ア
扱
牧
消
失
ス
w
y

モ
／
ト
潟
ス
モ
、
気
胸
ト
細
菌
戚
染
（
斗
判
刈
刈

4
川
氏
民
主
主
・
並
－
一
飯
島
氏
ノ
貫
験
等
）
ト
ノ
関
係
恐
Y
ペ
キ
ヲ
思

A
バ
蓮
カ
－
一
気
胸
空
気
ヲ
排
除
シ
、
可
及
的
早
期
－
一
健
常
呼
吸
朕
態
－
一
近
カ
シ
ム

Y

A
之
V

五
日
人
ノ
義
務
ト
謂
プ
ペ
シ
。

以
上
ノ
目
的
－
一
嘗
ア
ク
ヰ

ツ
ツ

ェ
Y
氏
（
当

E
C｝
）
ハ
滅
菌
棚
酸
水
或
A

食
醸
水
ヲ
以
ア
諜
メ
気
胸
内
空
気
ト
置
換
セ
ジ
メ
、
然
ル
後
其
／

液
ヲ
吸
引
排
除
ジ
、
現
時
向
ホ
異
服
装
置
ヲ
有
セ
ザ
Y
場
合
一
一
用
フ
ペ
キ
一
方
法
ナ
リ
ト
セ
ラ
U
F

。
然
レ
ド
モ
今
日
ニ
ア
A

斯
ク
ノ
如
キ
煩
雑

ナ
Y
操
作
ノ
必
要
ヲ
認
メ
ズ
。
最
近
倒
閣
ノ
デ
ュ
ゲ
ァ

Y
氏
ロ
－
z
wp
｝
及
ピ
ジ
ヤ
ァ
ク
氏
旬
$
2
2
2
モ
亦
期
セ
ズ
ジ
ア
余
等
ト
全
ク
同
一
目
的

ノ
下
ニ
於
－
プ
此
ノ
方
法
ヲ
推
奨
ス

Y

ヲ
見
Y

A
余
等
ノ
大
－
一
欣
快
ト
ス

Y
所
ナ
リ
。

（
三
）
、
平
腿
開
胸
術
－
一
関
ス
u
y

事
項

従
来
人
間
及
ピ
動
物
－
一
ア
大
気
卒
陛
ノ
下
ニ
於
－
ア
何
等
／
危
険
無
シ
ニ
直
接
胸
腔
ヲ
切
開
ス

Y

コ
ト
λ

難
事
一
一
シ
ア
殆
ン
ド
不
可
能
ナ
リ
ノ

ト
セ
フ
レ
タ
Y

A
周
知
ノ
事
貫
タ
リ
ノ
。
市
シ
ア
賢
験
動
物
中
家
兎
及
ピ
犬
一
一
炉
、
－
プ
卒
座
開
胸
一
一
堪
へ
得
Y
能
力
一
一
多
少
ノ
相
違
ア

Y
A
、一－一

縦
隔
膜
関
係
ノ
差
異
一
一
依
Y
モ
ノ
エ
シ
ア
、
犬
二
一
於
ケ
M
Y

ヨ
η
ノトモ
家
兎
一
一
於
ア
可
能
性
大
ナ

Y

コ
ト
A

家
兎
λ

犬
ヨ
リ
ノ
モ
気
胸
時
雨
肺
機
能

障
害
セ
ラ
u
y

・
程
度
小
ナ
Y
ガ
矯
メ
ナ
Y

ニ
蹄
凶
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
而
シ
ア
家
兎
ノ
外
科
的
開
放
気
胸
－
一
一
於
－
7
A
、
縦
隔
膜
ガ
殆
ン
ド
他
側
印

チ
気
胸
ヲ
起
サ
v
y
健
側
ノ
胸
壁
－
－
接
ス

Y
位
マ
デ
移
動
ジ
、
健
側
肺
モ
亦
従
，
ァ
概
度
ノ
虚
脱
－
一
陥
入

y
、
呼
吸
機
能
ヲ
喪
失
シ
h
p
y
ガ
如
キ

観
ヲ
呈
ス
レ
ド
モ
、
余
等
／
前
記
質
験
－
一
ヨ
ー
ノ
肺
機
能
ヲ
測
定
シ

タ
Y
結
果

－
一
基
キ
術
ホ
且

ツ
平
一
服
開
胸
術
ノ
可
能
ナ
Y

ヲ
立
読
セ
ラ
レ
、
砂

、
。
。
。
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ニ
左
胸
開
放
一
一
－
ア
A

少
シ
モ
呼
吸
障
害
ヲ
来
サ
ズ
、
動
物
A

容
易
－
一
手
術
－
一
堪
ヘ
得
テ
亦
豪
末
モ
危
険
ノ
虞
無
キ
モ
ノ
k
y
u
y

ゴ

ト
全
然
椛
賞

、
、
、
、

ト
ナ
レ

y
。一

都
ア
人
間
ノ
卒
Mm
開
胸
術
－
ア
向
ツ
ア
A

此
等
動
物
質
験
上
ノ
結
果
ヲ
全
部
直
チ
ユ
適
用
ジ
得
ザ
U
Y

ペ
キ
コ
ト
A

明
白
ナ
レ
ド
モ
、
焼
－
一
第
一

報
ニ
於
47
論
遁
セ
U
Y

如
ク
人
間
ノ
縦
隔
膜
構
造
及
ピ
解
剖
準
上
ノ
見
地
ヨ

y
、
縦
隔
膜
ノ
移
動
範
闇
ト
胸
腔
内
容
ノ
庚
サ
ト
ノ
関
係
上
、
営
然

ノ
結
果
ト
シ
偏
側
胸
腔
開
放
後
、
南
側
附
臓
ノ
機
能
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－
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－
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叉
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［
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叶
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－
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－
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右
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－
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右
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濃
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。
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右
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右
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－
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bedienten 
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n
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d
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r
p
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r
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m
 2
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g
.
 h
e
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 u
n
d
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e
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i
m
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n
e
u
m
o
t
h
r
a
x
,
 w
e
 le her d
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d
u
r
c
h
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w
u
r
d
e
,
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s
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a
n
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u
n
n
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d
e
l
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e
n
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e
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n
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2
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 c
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仁
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U
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b
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 m
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b
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 d
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d
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 c
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d
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i
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d
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 d
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d
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 d
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c
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c
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b
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p
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